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学園祭を楽しもう！！ 

大学の教員になって是非やってみたかったことのひとつに、学園祭での模擬店がある。自

分の学生時代は学園祭とは全く縁がなかったが、ゼミやサークルで模擬店に取り組む友人

たちの楽しそうな姿を見て、羨ましく感じていた。本学十条台キャンパスの学園祭は桐友

祭の名称で親しまれ、毎年10月中旬に開催される。早速、ゼミの3年生に相談をもちかけ、

1年目は長野県中野市産のキノコ類や果物の産地直売を行う店を出すことにした。縁あって

依頼のあった中野市農産品の販売促進と結びつけたものだ。中野市はえのきをはじめとす

るキノコ類、リンゴ、モモ、ブドウなど果実類の産地であるが、必ずしも全国的にその名

が知られているというわけではない。自慢の農産品を少しでも広めたいという意図である

が、一方学生にとっても、農産品販売によって日本の大きな社会的解題となっている地方

活性化を東京から応援するという意義がある。 

最初の年は手探り状態が続き、キノコ類やリンゴが若干売れ残った。大学の学園祭で野菜

や果物そのものはなかなか売れない。荷物になるし、そもそも来場者の多くは家庭の主婦

ではなく学生である。よく考えれば苦戦するのは当たり前である。その教訓を生かし、2年

目はゼミ生の発案からリンゴとナシのスムージーを手作りで販売した。1杯200円。好評だ

った。生ものの販売許可を苦労して取得し開店にこぎつけたものの、学園祭当日は調理室

使用許可の登録不備や、店に行列ができる中でのミキサー故障等ハプニング続き。それで

も、何とか仕入れた物を無事完売することができた。スムージーの開発、仕入れ品目や量

の検討、価格設定、人繰り、ポップ作成等々学生はもちろん、私も大変勉強になった。最

初は何かと動きの鈍かったゼミ生たちも、いざ本番となると予想以上の働きをする。反省

会という名目の打ち上げ時にも、前向きな意見が沢山出る。「味は好評だった」「仕入れ量

が多すぎた」「事前の広報が必要」「販売価格はもう少し高くてもよい」「スタッフの人繰り

が課題」等々。教室でマーケティングの理論を学ぶことはもちろん重要だが、実践的学習

として企画をたて、原材料を仕入れ、加工し、販売するという一連の体験を積むことの意

義は大きい。そしてとにかく楽しい。今回は私のゼミの話を取り上げたが、桐友祭では毎

年模擬店以外にもファッションショーなど多くの催しが行われる。生きた勉強も兼ねて学

園祭を一緒に楽しもう！！ 

池田 善英（いけだ よしひで） 

准教授 

専門分野／社会心理学 

 

立教大学大学院文学研究科心理学専攻博士課程後期課程満期

退学。文学修士（心理学）。立教大学文学部助手、東京成徳短

期大学ビジネス心理科助教授を経て、平成22年現職。ほかに

多数の大学で非常勤講師。 

 
著書：「ビジネス心理ハンドブック」（中央経済社）（分担執筆） 

 

「芝浜」に思う 

落語「芝浜」は人情噺の傑作として知られています。初代三遊亭圓朝の作とも言われ、

三代桂三木助が夫婦愛の物語として磨き上げたとのことです。 

「勝五郎は魚の行商をしている。腕は良いが、酒に溺れて、碌に働かない。ある日、大金

の入った財布を拾う。これで贅沢ができると思い、酒を飲んで大騒ぎをして寝てしまう。

翌朝、財布のことを女房に尋ねると、女房は知らないと言う。財布を拾ったのは夢であっ

たらしいが、飲んで騒いだのは事実である。情けなくなり、二度と酒を飲まないと誓う。

仕事に励んで、やがて借金も完済するが……。」 

 この噺は、働く意欲（モチベーション）の問題や、周囲の人々の支援（ソーシャル・サ

ポート）の問題として、読み解くことができるでしょう。このようなことを述べると、「能

書きを垂れるのは、野暮だ、無粋だ、愚の骨頂だ。」とお叱りを受けそうです。私もそう思

います。まずは演芸場に足を運んで、余計なことを考えずに、噺に耳を傾ければ良いと思

います。 

 ただ、挫折したときにこの噺を思い出し、自分の身に照らし合わせて考え、再起を期す

る、といったこともあるでしょう。考える「取っ掛かり」をたくさんもつことは、教養な

のではないでしょうか。 

 大学時代は自由な時間が多くあります。学生の皆さんには、この時間を有意義に使って

もらいたいと思います。芸術に浸ることも良いでしょう。学生には学生割引という特典が

あり、低料金で観賞することができますよ。御一考を。 

 


